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※ ペンネーム：めいみ 

一週間延期になったけど・・・・・・ 

晴天のもと凧あげ大会開催！ 

２月９日午後から、電線等障害物の無い開けた空間の伊 

深沖（交流センターの南側の道を通行止めにして利用）で、 

凧あげ大会を開催し、町内外から約７０人の 

親子らが参加し、凧あげを楽しみました。 

前日までの寒波の影響で、田んぼやあぜ 

道にはまだ雪が残っていましたが、日差しと、 

程よい風のお陰で、澄み渡る大空に凧が舞 

いあがりました。 

凧は各自で持参してもらいました。学校で 

作った凧をあげる子もいました。普段、凧あげ 

をしていない子にとって、糸を繰って凧のバラ 

ンスをとるのは難しく、「重すぎて、なかなかあ 

がらなかった」という感想も聞かれました。 

それでもたっぷり外で凧あげを楽しむと、さ 

すがに３時過ぎには肌寒くなってきたので、交 

流センターに戻って、伊深産もち米をついた 

お餅の入ったぜんざいを食べて、冷えた体を温めてもらいました。甘いぜんざいを食べながら、凧あげ

の感想などを話し合う親子の姿は、ほのぼのとしていて微笑ましく、優しい気持ちを分けてもらえまし

た。凧あげ大会を開催できるのも、伊深のこの環境があるからで、先ずそのことに感謝ですね。また、参

加して下さった皆様にも喜んでもらえ、スタッフにとっても嬉しいイベントになったことにも感謝です。 

りました。 
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報告 

  

１月３１日にいぶカフェ南の池に鯉の稚魚 10 匹を放流しました。 

この池には、先住の「いぶちゃん」「ほくちゃん」という大きな黒い 

鯉がいますが、今回、ほくぶ保育園の 

皆さんが見守る中、園長先生が 15ｃｍ 

ほどの錦鯉を池に放流しました。 

                 今は水温が低いため、岩の下に隠れ 

               ていて、なかなか姿を見せてくれませんが、暖かくなったら、いぶちゃ

んやほくちゃんと一緒に元気に泳ぐ姿を見せてくれることと思います。

楽しみですね。 

 
報告 元気に泳いでね！ 

https://ibuka-machizukuri.com/
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●３月・４月に以下の事業を実施する予定で進める（一部協力する）ことにしました。 

・３月２日 ウォークみのかも：伊深編（市スポーツ振興課、健康課主催） 

・４月５日～６日 伊深春のわくわくデー 軽トラ市、いぶカフェマルシェ 

・４月６日 里山ライブ    

 

 

  

 ２月８日に、当協議会の視察研修会を実施し２２人が参 

加しました。当初は、美濃市蕨生（わらび）にある、美濃手 

漉き和紙職人の千田崇統（せんだ たかのり）さんの工房 

を視察する予定でしたが、最強寒波襲来のため蕨生まで 

の通行が出来なくなり、予定を変更して、「美濃和紙の里 

会館」と「うだつの上がる町並み」を視察しました。 

 美濃和紙づくりが、盛んになった歴史について学ぶこと 

ができました。原材料の楮（こうぞ）や清流長良川の支流 

板取川が流れる自然環境のもとで、紙すきの技法 

が編み出され、それが伝統技術として継承され、 

紙製品の流通の仕組みが商家として町並みに残 

り、お祭りなども美濃和紙づくりが中心に置かれて 

いて、風土によって、まちづくりが行われていること 

が実感でき、今後の伊深のまちづくりを考えるため 

に、たくさんのアイディアをいただき、実りの多い視察となりました。 
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今後の予定 

報告 視察研修会を実施しました 

 
２月１日に、市まちづくり課が主催する里山なりわい塾の第４回目が開催され、伊深ごはん研究

会が昼食を調理して提供しました。受講生の皆さんは、午前中 IBUCAL で木工旋盤を体験。 

木製のお皿とデザートスプーンを作られました。その食器の活用も考慮した献立です。 

                        節分が近いということで、大豆のご飯を炊き、おにぎりに

し木のお皿にハランをしいて盛り 

付けました。デザートは、寒天とフ 

ルーツに梅シロップを添えました。 

自作の食器で季節の献立を味 

わっていただき、喜ばれました。 

 
報告 自作の木製食器で、いただきます！ 

毎年、小学校の南と西側のフェンスに子どもたちの健や 

かな成長を願い鯉のぼりを飾っています。この鯉のぼりは、 

各家庭で使われなくなったものをわけていただいているもの 

です。提供いただける鯉のぼりを大募集します。提供くださ 

る方、当協議会までご連絡をお待ちしています。 

会にご提供ください。 

鯉のぼりの 

募集 !! 
 


